サルの主要組織適合抗原系に関する研究(III 共同利用研究2.研究成果) by 野口, 淳夫 et al.
Titleサルの主要組織適合抗原系に関する研究(III 共同利用研究2.研究成果)
Author(s)野口, 淳夫; 後藤, 裕子; 古川, 敏紀; 藤崎, 正美




































































































亀 井 節 夫 (京大 ･理)
久家直之 ( 〝 )






































原 .三 郎,井 上 徳 治
秋 山 和 子,大島美奈子
津 田 亮 一
(久留米大･医)
ヒト赤血球膜の主要構成糖蛋白グリコホリンA
が,MN型活性を有していることは周知の事実で
あるが,私共はこれとは別に,極めて抗原性の強
い種属特異抗原活性をも有しており,しかも,そ
の活性はヒト特異活性とヒト･チンパンジー共通
活性とに大別されることを認め,報告した｡
今回,免疫電顕法を用いて,ヒト赤血球,チン
パンジー血球における種属特異活性部とMN型活
性部の分布密度を比較検討することによって,グ
リコホリンA分子における種属特異活性部とMN
型活性部の状態を探ることにした｡
実験方法:①披検血球を1%グルタールアルデ
ヒド(GA)で0℃.10分間前固定し.0.15Mグ
リシン処理を加えて,PBSで洗浄後,5%血球浮
肪液とした｡㊥OM型ヒト赤血球より分離 ･精製
したグリコホリンAをウサギにアジュバント免疫
し抗血清を得た｡これを,ニホンザルまたはチン
パンジー血球で吸収して,抗ヒトグリコホリンA
血清とし,また,ON型ヒト血球で吸収して,抗M
血清とした｡⑨血球と抗血清を同星づつ混和し,
室温で1時間反応させ,洗浄役,Cappel社製フェ
リチン標識 ･抗ウサギ免疫グロブリン･ヤギIgG
と37℃1時間反応させた｡④2%GAで0℃,1
時間固定後,通常の方法で電釣試杵を作製した｡
結果ならびに考察 :ヒト特異部分とヒト･チン
パンジー共通部分の総数は,30×10./RBC以上
ヒト特異部分のみの概数は,20×10ソRBCとなり,
既に化学的に定見されているグ1)コホリンAの分
子数50×10-/RBCと近似した｡一方,MN型活性
は,6×10ソRBC程度に過ぎなかった｡すなわち,
種属特異活性はグリコホリンA分子のほぼ全てに
存在するのに対して.MN型活性は,その一部に
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